
 

 

 

 

参加者からのメッセージのつづきです。 
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NO.25 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3 丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

「８・６平和のつどい」開催される！その 4 

○初めて参加しましたが、催しの素晴らしさにとても感動しまし
た。来年も是非参加したいです。（今日は仕事が１９時におわらず
いそいできました。来年は最初から出席したいです。）めちゃくち
ゃ感動しました。来年直方で「あの鳥？の絵」という広島県の美術
部の高校生が被爆にあった方の証字を絵にするお芝居をやりま
す。気持ちが強くなりました。良い機会を頂き、ありがとうござい
ました。（5０代の参加者からのメッセージ） 
 

○戦後 80 年の節目を
機に初めて参加しまし
た。改めて、語り継ぐこ
との大切さを感じまし
た。コーラスがとても感
動しました。（5０代の参
加者からのメッセージ） 

○教科書だけでは知ることので
きない戦争時代の本当の姿を知
ることができて、ショックも少し受
けたけど、知らなきゃいけないこ
とを知ることができてよかったで
す。放送部の方々の音読がとても
素晴らしかったです。合唱をされ
ていた方々の歌声が本当に美し
く感動しました。（2０代の参加者
からのメッセージ） 
 

【ドキュメント『伝える』裏話】 

今年の８・６にはドキュメント『伝える』で参加した。１９７５年、大学生の時、加害の歴史に気づき始めた。朝鮮

人被爆者を訪ね、話を聞き始めたのはこの頃。今回これまでの５０年分のカセットテープ、スライドフイルム、ビデ

オテープを見直し、聞き直し作品を作ろうと思った。 

 中には毒ガス工場、小倉造兵廠、知覧での学徒動員体験、門司空襲体験などもある。強制連行や日本への

渡航やその後の過酷な労働の体験もある。お話を伺ったあとお亡くなりになった方も多く、貴重なテープでもあ

る。中にはお話を聞いた後「わたしの遺言」と託されたものもある。 

 ただ反省も多々ある。５０年分の資料はあまりに膨大で性格的に整理整頓できていない私はなので、「あの

資料」と思った資料にたどり着くまでにあまりにたくさんの時間がかかった。はっきり言って準備不足だった。まれ

に見る失敗作になった。 

 来年、再チャレンジする。作品としてまとめるだけでなく、支部事務所やへいわの街 ミュージアムへの寄贈も

視野に資料をまとめたい。 

 
NO.２6につづく 

○８０年。伝えてくれる人がいなくな
る今、私たちがもっと知り、学び、伝え
ていかなければならないことが改め
てわかりました。子どもたちと一緒に
もっと考えたいです。そして何か「伝え
る」方面でお手伝いできる人でありた
いと強く思いました。（2０代の参加者
からのメッセージ） 

○「やくそく」の絵本の読み聞かせは、
学級の子どもたちにしました。子ども
の感想の中から「おもいはつなげて
いかないと平和はつくれない」「たく
さんのおもいがつめられた本だね」と
いう言葉がありました。今日の読み聞
かせも様々な世代から思いがこもっ
た声で心に響きました。歴史そして生
き抜いた人々のおもいは毎日学習し
繋いでいかなければならないと感じ
ました。（2０代の参加者からのメッセ
ージ） 
 

 

 


